除湿機 DM - 15 


取扱説明書 



このたびは弊社 r 除湿機 DM-15J をお貢い上げ頂きまして誠にありがとうございます。 

ご使用前に必ず取扱説明書をお誘みください。なお、この取扱説明書は大切に保管してください。 
※巻末が保証霱になっています。大切に保管してください。 



【安全上のご注意】 


〇ご使用になる前に安全上の注思をよくお R みにな y 正しくお使いください。 
〇ここに示した注意事項は、守らないと 
ください。 

:つた後は、お使いになる方 


ず守って. 
読みにな • 


〇お 

〇表示と®味について 


人身事故や家財の撲塞に結びつく重大な内容を記載 
がいつでち見られる場所に保管してください。 


していますので 


表 示 

表示の S 味 

A 

窖告 

誤った取 y 扱いをすると、人が死亡または重傷を負ラ可能性が想定される 
内容を示しています。 

A 

注慂 

誤った取 tj 扱いをすると、人が傷*を食ったり、物的撋害の発生が想定 
される内容を示しています。 


12112 号の例 

0 記号の患味 

③ 

分解禁止 

( S ) の 12 号は、禁止の行為を示します • （してはいけないこと） 

具体的な禁止内容は、文章や絵で示します。 

左 0 の壜合は、 r 分解禁止 j を示しています。 


電源プラグ 
在抜く 

•の記号は、行為を a 制した y 指示する内容を示しています。 

異体的な»«内容は、文章や蛉で示します。 

左 0 の場合は、『電源プラグをコンせントから抜く j ことを示しています。 


A 警告 


② 

絶対に分解 • 改适はしないでくだ 
さい。火災•感電 • クガの恐れが 
あ y ます0 

❶ 

電源は、交流 ioov を使用してください。 
交流 100 V 以外の電灝を使ラと、火災 
•感電の恐れがあ y ます。 

② 

修理技術者以外の人は、分解 • 
修理をしないでください。火災 • 
感電•クガの恐れがあ y ます。 
修理はお買い上げの販売店まで 
ご相 SK ださい0 

c 

お手入れ、取付の時は、電源プラグ 
をコンせントから抜いてください。 
潘れた手で抜き差ししないでく /£さし Vo 
«電の恐れがあ y ます。 

Q 

ガソリン、ベンジン、シンナー、 
塗料等や、その他引火性のちの、 
爆発の恐れのあるものの近くでは 
使用しないでください。 

爆発、火災の原因にな y ます。 

〇 

電源プラグのほこ y などは定期的に 
savs 布でふ3取るようにしてくださ u 
プラグにほこし」がたまると、湿気等 
で絶緣不良となし」、火災の原因に 
なります。 

❶ 

定格1 5 A 以上のコンセントを単独で 
使用してください。他の器具と併用 
すると、分妓コン t 2 ントが^^し 
発火することがあし」ます。 

㊃ 

電気部品は水や洗剤をかけたし」、 
吹き付けたりしないでください。 

漏甭によ y 、 火災•感甭の恐れが 

あし j ます。 



















火気に近づけないでください0 
本体の変形によ y シヨートする恐れが 
あし」ます。 


❶ 


てく故 \> 

電気投爾基準や^ as に従つて安全 • 
is に行つてくださし I 誤つた® ii 事《 
火災、感電の原因になし」ます。 


本体の上に乗つ/ sy、 物を匿かないで 
<ださい。中に異物が落下すると、 
フアンの破損 • 事故の原因にな y ます< 


❶ 


船舶 • 車甬等の空調用としては使用 
しないでください。 

水漏れ • 漏電の原因になし」ます。 


雄8^ラクを抜く時は^ コー 


長時間ご使用にならない時は、電源 


必ず先湖ラグを持つて引き抜いて 
ください。ブラグがいたんでいる時は 
使用しないでください。コードに傷が 
付き火災、感電の恐れがあ y ます。 

€ 

プラグをコンせントから抜いてください。 
絶緣劣化による火災、感電の恐れが 
あります。 

アルミニウム • 亜鉛 • マグネシウム • 
チタンなどの爆発性粉麈、ガス蒸気等 
の近くでは使用しないでください • 

〇 

ご使用中に興» (回転停止 • R 常音•異 
常] R 動 • M) 等が発生した時は瀛ちに 
使用をやめ電源プラグをコンセントか6 
抜いて<ださい • 

火災感電の恐れがあ y ます。 

邏河梅的转してくださ1、 
本機の能力を超えた動作は«電 • 火災 
•故の應因にな y ます0 
躅囲»度 HTC 〜35で、相対 a 度45%〜 
90%以内でご使用ください • 

〇 

邏紜時は、キヤスターのストツパーを 
ON にして本体が動かないよ5に固定 
してください • 

本体が不用恵に動くと、クガや事故の 
原因にな y ます。 

8外、屋内での水のかかる場所では 
使用しないでください • 

C - 

お手入れの際は、必ず電源プラグを 
コン t2 ントから抜いてください。 

»電やケガをすることがあ y ます。 

感電防止のため、漏電遣断機が KU 付け 

6れている電源を使用してください • 
漏電 a 断機の取 y 付けが蘸い壩合には 
市販品の漏電 iM 機を使用してくださ t U 

〇 

電源プラグを抜き差しして電源を 
入れた y 切つた y しないでください。 
感電や故限の原因にな y ます。 

アース接地を必ず行つてください0 
(ア ー；m^ ス管、 7KSS. 98119 1C 
接規しないでください • 感電•爆発の 
恐れがあ y 大変危《です。） 










































【本体の設置】 



注意 


♦吸気口、排気□の前面に降害物を a かないで< ださい。 

♦塩酸 • 硫酸等著しく金属を腐食させるガスや液気が存在する場所に設置しないでください。ガス漏れや、 
性能を低下させる恐れがあ y ます。 


〇吸気口 • 排気口から 50on 以上離して投 a してください。（下図①®③） 

〇瀛射日光の当たる湯所や暖房器具の側には投 s しないでください。除溫能力が低下します。 

〇本機の重さに十分射えることのできる平らで丈夫な床の上で水平になるように投 a してください。投 s の 
際には、前翰をストツバーで□ツクしてください。（下囡④⑤） 

〇可燃性のガスが漏れる恐れのある壩所には投 a [しないでください。製品の周囲にガスが溜まると発火の 
原因とな y 危険です。 

〇下記のよラな場所には股■しないでください。故»、破損、事故の原因とな y ます。 

海の近くや、埴分の多い壩所、アルカリ性成分または酸性成分の多い場所 
ホコリ•粉塵等が多く出る湯所 

油（食用 • 機械）や薬品等の飛教が多い塌所、 n 食性成分の発生する可能性のある壩所 
溫泉地等の硫化ガスの多い場所、薫気が多い場所 




















【本体と電源の接続】 



♦電源は、面接コンセントよ y お取 y ください。 


を使ラと、火災•感電の恐れがあ y ます。 


と併用すると、分歧コンせントが異常発熱し 


〇電源は、交流 ioov を使用してください。交流 ioov 以外の電源を使ラと、火災•感電の恐れがあ y ます。 

〇電源は、直接コンセントよ y お取 y ください • 

〇定格 15 MU 上のコンセントを単独で使用してくださし\〇他の器具と併用すると、分歧コンせントが異常発熱し 
発火することがあ y ます。 

〇電源プラグを抜き差しして電源を入れた y 切つた y しないでください。©電や故障の原因にな y ます。 

〇電源コードに付*のアースクリッブ、または本体のアース雄^にアース嫌を取 y 付けて、どちらか一方で必ず 
アースを接地してください。 

〇労働安全®生規則第333条 • 第334条および電気設備の技術基準によ y 、 漏電ブレーカーの取 tj 付け • 
アースの接地が義務づけられています。 

『漏電ブレーカーは 15 A . 30 mA . 動作時間 0. 1 sec 以内の物をご使用ください • J 

【操作方法】 



♦本機は、賙辺遇度1〇で以上35で以下、相対湿度45%〜90%の環境でお使いくださ I 、 
35で以上でご使用になられると、安全装置が働き、運転を停止することがあ y ます。 
♦本体の上に乗つ; sy 、 物を！■かないでください。中に 興 物が落下すると、 
フアンの破» • 事故の蹶因にな y ます • 



〇邏転方法 

•本体正面にある電源スイツチを roNj にすることで通転が聞始されます。 
※注憲 

•電源スイツチを TOFFJ にした寵後は、3分以上お待5になってか6»転を 
行ってください。（安全装匾が作動する場合があ y ます •） 

•電源スイツチに操作しないでくだ at Vo 安全装培 5 K しなかった y 、 
故 n などの應因とな y ます。 


除貼機 


〇自動霜取運転 

•周囲通度が低い壩所でのご使用で、蒸発器に霜が発生した壩合、自動霜取運転を行い霜を溶かします。 
•霜取邐転時はフアンモーターがします。（故«ではありません。）»取作業が終わし」ますと、フアンが 
動き出し、再び除 a 作業を行います。たびだび霜取機齙が作動する場合には、暖房を用いて周囲溫度を 
上げる等の心 Ky をお願いいたします， 


〇快適にご使用いただく ；£めのワンボイント 

•ご使用時、モーター•圧縮機等から熱が発生するため、周囲温度が上昇する*合があし」ます。 

周囲通度が高い（30で以上）壩所でご使用の壩合、温度管理にご注憲ください。（締め切つた*所や狭い 
堪所でご使用の場合は、特にご注意ください。） 

• この播器には湿度調鏊機能は装備されてお y ません。 s 度管理はご使用者自身で行つていただきますよラ 
お願いいたします。 

•フイルターの汚れ、目结ま y も機器の性能や寿命を大きく左右します。フイルターにホコリなどを溜め 
すぎないよラ、日頃から点検 • 漘播を行ラよラお願いいだします • 







【ドレンタンク】 



▲注意 


♦本欉はドレンタンクが满水（約 15 L ) になると運転を自動的に停止します。使用中、逢転が停止しだら 
電源スイツチを OFF にし、本機正面の羼を鼸けてドレンタンクを磚認し、满水でした6ドレン□から 
除湿水が出なくなるのを確認してか6ドレンタンクを引き出して水を捨ててください。 

♦除溫した水の■はドレンタンクで « S してください。 

♦本機を移動させる際には、ドレンタンクの水を捨ててから移動させてください。 



〇除湿しだ水はドレンタンクに溜まし J ます。 

• ドレンタンクは本体期面の雇を開き、ドレンタンクの 
取っ手を持って手舫に引き出します。 

※注懑 

〇ドレンタンクを引き出すときは必ず電源スイッチを 
切ってください。電灝スイッチが ON の状*で 
ドレンタンクを引き出すと、機械 M 動して険灌水で 
床を濡らす應因にな y ます。 

〇電源が切れてからしばらくの間は、ドレン□から 
除湿水が出ますので、電源スイツチを OFF にしてち 
しばらくの間はドレンタンクを取し」出さないでくださし\〇 

〇ドレンタンクを脱 S する！®には^ドレンタンクの向3に 
注憲してください。 

〇ドレンタンクを IM する皤には^ドレンタンクフロー ト 
が水梭知装雄に引っかかっていないことをして 
ください。（下0①） 

〇ドレンタンクを投■する際には、水落鎖が水落□に 
入つていることをしてください • （下团②） 




【ホースでの排水】 


〇除湿した水は内径151111のホース（市販品）を使つて捞出ができます。 
ホースをドレン□に差し込み、タンクを使わずに直接辨水できます。 
※ホースは別途お買い求めください • 

① 本体下側の穴にホースを通します〇 

② 内径1 5« m のホース内に水落鎖を入れて、 

ドレン□にホースを差し込みます。 

※ドレン□に差し込ん;5ホースがゆるい 

場合には、市販のホースバンド等で 
固定してください。 



6 











【 IJ セツトボタン】 

〇本檷には安全装匿が付いています•通度 • 湿度が不過切な場合や、 
本襪の能力を上回る負荷がかかった堪合、安全装匿が働いて機能が 
停止します。 

安全装匿が作動しだときは、運転スイッチを OFF にし、リ12ツト 
ポタンを押してください • 

※再起動は3分以上時間を匿いてから行ってください。 


〇リセツトボタンは本体前面の蠆を篇き、ドレンタンクを取 tj 出した 
内部背面の水置検知器の下にあ y ます。 



【お手入れと保管】 



〇フイルターは、ホコリを掃»機等で吸い取 y 、 水洗いをして完全に乾かしてか6ご使用ください。 

〇保管時はドレンタンク内の水を格てて、中を乾燥させてホコリなどが灌まらないように保管してください。 
〇本体を橘にして保管しないでください • 

※注憲 

シンナー•ベンジン•薬品•みがき粉等をご使用になると、 a 装面を傷めたし故»の蹶因にな y ます。 
フイルターを水洗いする限には、スポンジ等で優しく汚れを落としてください0 


【保守と点検】 



〇ネジ等のゆるみがないか«認し、ゆるみがある場合は締め B してください • 

〇ご使用後は、乾いた布等で汚れを拭き取つてください，みがき粉、ガソリン、ペンジン等での澜掃は、 
本体を傷める恐れがあ y ますので、選けてく;5さい。 

〇本機は、お子様の手の届かない所に保管し、 S 度の裹い所、雨のかかる所、直射日光の当;5る所は»けて 
ください。 








【故障の原因と対策】 



電源プラグが外れている。 
運転しない 安全装匿が作動している。 


フアンだけ 
動かない 


圧縮機だけ 
動かない 


に霜が 

付く 


罨源ブラグをコンせントに差し込んで 
ださい 


ボタンを押して解除してください。 


ドレンタンクの满水停止装匿が働いている。ドレンタンクの水を捨ててください。 



ドレン□が结まつている。 


ドレン□をお掃除してください。 


ドレンタンクが正しくセツトされていない。正しくセツトしてください。 



一が汚れている。 


水量検知器が働いていない, 


霜取装 B が作動している • 


フアンモーターの故«。 


過負荷装■が作動して t 


フイルターをお掃除してください。 




されている力\確18してください。 


霜が溶けるのをお待ちください。 


お買い上げ販売店ぺご相 K < ださい0 



啊にスイツチの ON/OFFS « y 亂て 


いる 0 


ください • 


阓辺溫«が 

フイルター 


颺辺溫度を上げてくださ U 


が汚れている。 



一をお掃»してください, 


【廃棄方法】 




































株式会社ナカト s 

〒382«0836長野 R 上高并 S 高山村大字高并6445番地2 


•商品についてのお問い合わせは「お客様相談窓口」までご連絡くださし’ 


お客様相談窓口 TEL . 026-245-3105 FAX . 026- 248-7101 


00〜12:00 13:00^17:00( 土 •日 • 祝日を - 

※製品は改良等のため予告なく外疲 • 仕《等を変更する 




